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変形菌は，移動しながら微生物などを節食する動物的な性質と，胞子の発芽によって繁殖する
植物的な性質を併せ持つ．変形菌の胞子嚢である子実体には数多くの色と形のバリエーションが
あり，構造色と考えられる鮮やかな色彩をもつものも多い 1）．本研究では，顕微分光法を用いて
シロイトルリホコリ（Lamproderma splendens）の子実体表面で反射率スペクトルを測定し，その
スペクトル解析から子実体表皮の膜厚および光学定数を求めた．

Fig.1は子実体の顕微鏡写真，Fig.2は測定に使用した顕微分光光学系である．Fig.3(a)に示した
子実体天頂部の光学定数が同一と見なせる狭い領域内において，発色が異なる 1⃝ ∼ 4⃝の領域（約
ϕ 20µm）で反射率スペクトルを測定した．解析では，子実体表皮を表面乱反射が有り膜厚がガウ
ス分布する自己保持膜と仮定し，膜の光学定数は 2振動子でモデル化した．4つの反射スペクトル
の同時フィッティング解析から，Fig.3(b) ∼ (f)に示す子実体表皮各部の膜厚と光学定数を得た．

1)高野丈：『美しい変形菌』，パイインターナショナル (2018).

Fig. 1. Fruiting bodies of Lamproderma splendens.
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Fig. 2. Experimental setup for microspectrometry.
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Fig. 3. (a) Measured points of reflectance spectra， (b) obtained optical constants of a fruiting body surface film，
and (c) ∼ (f) spectral fitting results.
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